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「
東
御
市
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を

（
観
光
案
内
所
＋
ま
ち
な
か
交
流
ス
ペ
ー
ス
）

　
　
　
し
な
の
鉄
道
田
中
駅
に
開
設
し
ま
す
。

観光案内所

＋

東御市観光情報
ステーション

まちの“魅力と出会う、楽しむ”を発信！

まちなか交流スペース

人と人がつながる、まちなか“交流”空間！

　

東
御
市
観
光
協
会
で
は
、
し
な
の
鉄
道
田
中

駅
舎
内
に
「
観
光
案
内
所
」
と
「
ま
ち
な
か
交

流
ス
ペ
ー
ス
」
の
２
つ
の
機
能
を
も
っ
た
交
流

拠
点
施
設
、「
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

４
月
５
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

観
光
案
内
所
で
は
、
市
の
観
光
地
情
報
を
は

じ
め
、
歴
史
・
文
化
・
芸
術
、
産
業
、
地
域
の

営
み
に
至
る
ま
で
、
地
域
全
体
の
情
報
を
ま
と

め
て
把
握
し
て
情
報
発
信
し
て
い
く
ほ
か
、
来

訪
者
の
受
け
入
れ
や
問
い
合
わ
せ
に
関
し
て
も

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
が
可
能
な
窓
口
機
能
を

設
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
東
御
市

発
！
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
商
品（
地
域
の
伝
統
・

文
化
・
技
術
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
を
背
景
と

し
た
商
品
）
を
展
示
し
て
販
売
に
つ
な
げ
た
い

個
人
や
企
業
向
け
に
、
地
域
産
品
を
広
く
紹
介

し
て
い
く
情
報
発
信
基
地
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
を
は
じ

田中駅舎

（32.30㎡）

東御市観光情報ステーション

まちなか交流
スペース観光案内所

ト
イ
レ

しなの鉄道田中駅
（改修後）のイメージ

平面図

め
て
み
た
い
方
や
、
新
商
品
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し
て
み
た
い
事
業
者
向
け
に
、

企
業
や
事
業
拡
大
の
第
一
歩
と
し
て
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
民
や
来
訪
者
が
気
軽
に
休
息

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

来
訪
者
に
と
っ
て
も
市
民
に
と
っ
て
も
、
新
た

な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す「
ま
ち
な
か
談
話
室
」

と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　東御市観光協会は、今まで「北御牧庁舎」に事務所を置いていましたが、この施設開設にとも
ない、４月１日に田中駅舎内へ事務所を移転します。
　住所、電話番号等は、「観光情報ステーション」と一緒となり次のとおり変更になります。

※「コミュニティ・ギャラリー」ヘの展示の希望、また「チャレンジ・ショップ」への参加の意向がありましたら問い合わせくださ
い。（市報お知らせ版で紹介していますのでご確認ください。）

東御市観光情報ステーションは

東御市観光協会が運営します

住所：東御市田中279番地
☎ 62−7701　　FAX：62−7702

URL：http//www.tomikan.jp　　Eメール：info＠tomikan.jp

開館時間：午前９:00～午後５:00　　休館日：年末年始（12月29日～1月3日）

観光案内所まちなか交流スペース

東御市観光情報ステーション

◆
観
光
案
内
業
務

　
（
観
光
ス
ポ
ッ
ト
お
よ
び
各
種
施
設
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
食
、

市
街
地
シ
ョ
ッ
プ
等
を
案
内
し
ま
す
。）

◆
交
通
案
内
業
務

　
（
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
乗
り
場
、
乗
り
継
ぎ
、
料
金
、
発
着
時
刻
、

ア
ク
セ
ス
の
案
内
を
し
ま
す
。）

◆
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

◆
手
荷
物
の
一
時
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

◆
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
フ
リ
ーW

i-Fi

）
サ
ー
ビ
ス

◆
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
、
地
場
産
品
の
販
売
取
り
次
ぎ

◆
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
動
画
案
内

◆
休
憩
ス
ペ
ー
ス

　
（
デ
マ
ン
ド
交
通
や
バ
ス
な
ど
を
利
用
の
際
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。）

◆
ま
ち
な
か
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
（
市
街
地
イ
ベ
ン
ト
や
市
街
地
シ
ョ
ッ
プ
の
お
得
な
情
報
、
地
域
交
流

イ
ベ
ン
ト
や
祭
礼
な
ど
を
紙
面
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
（
市
内
の
事
業
者
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
地
域
産
品
な
ど
を
展
示
し
て

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。）

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
シ
ョ
ッ
プ

　
（
起
業
意
欲
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
販
売
や
、
市

内
事
業
者
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。）
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毎
年
実
施
し
て
い
る
体
力
診
断
テ
ス
ト

で
す
が
、
28
年
度
は
、
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
付
い
た
個
人
票
を
早
め

に
返
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
子
ど
も
達
は
、
自
分
の
体

力
の
状
況
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
、
夏

休
み
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
に
沿
っ
た
強
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
、
自
ら
取
り
組
む
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
は
、
誰
で
も
手
軽
に

　

東
部
中
学
校
区
（
以
下
「
東
中
区
」）

で
は
、「
小
中
連
携
教
育
」
を
一
歩
進
め
、

今
年
度
、
４
小
学
校
と
１
中
学
校
が
一
緒

に
な
っ
て
、「
小
中
一
貫
型
教
育
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
小
中
一
貫
教
育
」

を
先
行
実
施
し
て
い
る
北
御
牧
中
学
校
区

（
以
下
「
北
中
区
」）
と
同
様
に
、
義
務
教

育
９
カ
年
を
見
通
し
な
が
ら
、
今
の
教
育

課
題
を
ど
う
乗
り
越
え
て
行
く
か
を
テ
ー

マ
に
、
小
中
連
携
お
よ
び
小
小
連
携
（
小

学
校
の
課
題
解
決
を
目
指
す
小
学
校
間
の

連
携
）
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め

の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
小
中

一
貫
」「
小
中
一
貫
型
教
育
」
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
学
校
職
員
会
を
中
心

と
し
た
28
年
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

　

東
御
市
が
課
題
と
す
る「
学
力
の
定
着
」

「
体
力
の
向
上
」等
に
つ
い
て
、今
年
度
は
、

「
外
国
語
活
動
」
を
始
め
と
す
る
８
つ
の

委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、「
小
学

校
学
年
会
・
中
学
校
教
科
会
・
専
門
部
会

（
養
護
教
諭
部
会
等
）」
を
組
織
し
、
市
全

体
の
課
題
解
決
に
向
け
、
５
月
30
日
の
東

御
市
学
校
職
員
会
総
会
を
も
っ
て
本
格
的

な
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
区
ご
と
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
を
始
め
と
す
る
部
会
（
作
業
部
会
）

や
小
中
合
同
の
「
教
科
会
」
を
設
け
、
市

全
体
の
課
題
を
基
に
、
中
学
校
区
ご
と
の

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
全
体
の
教
育
課
題
に
取

り
組
ん
だ
前
述
の
委
員
会
の
活
動
報
告
で

す
が
、
28
年
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

で
、
積
極
的
な
課
題
解
決
に
当
た
り
、
多

く
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

な
か
で
も
、「
外
国
語
活
動
」「
学
力
向

上
」「
体
力
向
上
」「
情
報
教
育
」
の
４
つ

の
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
外
部
と
の
折
衝

も
あ
る
た
め
、
学
校
だ
け
で
な
く
教
育
委

員
会
も
加
わ
っ
て
取
り
組
ん
で
来
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、「
外
国
語
活
動
」
と
「
体

力
向
上
」
の
２
つ
の
委
員
会
に
つ
い
て
報

告
を
し
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
が
32

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
東
御
市

で
は
、
こ
れ
を
先
取
り
し
、
外
国
語
活
動

を
、
30
年
度
か
ら
外
国
語
科
（
英
語
）
に

移
行
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

28
年
度
は
、
各
校
が
、
自
主
的
に
外
国

語
活
動
の
授
業
公
開
を
実
施
し
た
た
め
、

研
修
の
機
会
を
沢
山
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
学
年
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
１

年
生
の
授
業
で
も
、
明
る
く
生
き
生
き
と

取
り
組
む
子
ど
も
達
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

担
任
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
子
ど
も
達
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
授
業
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
お
り
実
り

の
あ
る
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

▲外国語活動の授業

小
中
連
携
か
ら小中

一
貫（
型
）へ

東
御
市
学
校
職
員
会
を
軸
に

外
国
語
活
動
委
員
会

●
市
全
体
の
取
り
組
み

●
中
学
校
区
ご
と
の
取
り
組
み

●
各
委
員
会
活
動
の
取
り
組
み
か
ら

体
力
向
上
委
員
会

▲組み体操の指導

～
平
成
28
年
度
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
～

新
た
な
東
御
市
教
育
を

目
指
し
て

（2017年 3月）市報とうみ 4



楽
し
め
る
体
力
作
り
の
た
め
の「
縄
跳
び
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
市
全
体
で
そ
ろ
え

た
「
縄
跳
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」（
検

定
表
付
き
）
を
活
用
し
、
特
に
、
小
学
校

で
は
、
準
備
体
操
や
全
校
縄
跳
び
タ
イ
ム

（
期
間
限
定
）
で
意
識
化
を
図
っ
た
結
果
、

休
み
時
間
な
ど
、
積
極
的
に
「
縄
跳
び
」

に
挑
戦
す
る
子
ど
も
達
の
姿
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
仲

間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
体
力
作
り
に
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

東
中
区
で
は
、
小
学
校
間
の
課
題
解
決

を
図
る
ね
ら
い
で
「
小
小
連
携
」
の
強
化

を
図
り
、
北
中
区
で
は
、
地
域
と
連
携
し
、

地
域
か
ら
学
ぶ
活
動
で
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

東
中
区
の
４
小
学
校
で
は
、
小
中
一
貫

型
教
育
推
進
講
師
２
名
が
、
一
カ
月
ず
つ

各
校
を
周
り
な
が
ら
、
授
業
作
り
や
基
礎

学
力
の
定
着
、
学
級
作
り
や
ド
リ
ル
作
り
、

教
材
や
教
具
作
り
、
個
別
指
導
や
グ
ル
ー

プ
指
導
、
Ｔ
Ｔ
指
導
や
少
人
数
指
導
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
か
ら
は
、「
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
て
覚
え
や
す
か
っ
た
。」「
音
読
で
読

み
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
音
読
が
上
手
に

な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
感

想
を
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
持
つ
面
白
さ

を
発
見
し
た
り
、
仲
間
の
発
言
か
ら
新
た

な
考
え
方
に
気
付
い
た
り
と
、
学
び
の
楽

し
さ
を
広
げ
る
授
業
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
担
任
か
ら
は
、「
授
業
の
進
み

具
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。」「
教
材
研

究
を
始
め
、
教
師
自
身
の
学
び
へ
の
意
識

が
高
ま
っ
た
。」
と
い
っ
た
声
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
中
区
で
は
、
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
軸
と
す
る
学
校
応
援

団
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
、
例
年
、
人

と
つ
な
が
る
力
や
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
気

づ
き
、
自
ら
関
わ
る
力
等
の
育
成
に
向
け

た
農
業
体
験
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
の
下
、
充
実
し
た
農

業
体
験
学
習
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家

の
皆
様
か
ら
も
、
温
か
な
心
配
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
か
ら
は
、「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

収
穫
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。」「
作
業
の
仕
方
を
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
お
手
伝
い
が
で

き
た
。」と
い
っ
た
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

28
年
度
、東
中
区
の
「
学
力
向
上
」（
部

会
）
で
は
、
４
小
学
校
の
職
員
が
参
観
し

や
す
い
よ
う
に
、
中
学
校
の
２
校
時
分
の

授
業
を
全
て
の
学
級
で
公
開
し
て
く
れ
ま

し
た
。
特
に
、
２
分
前
行
動
な
ど
、
授
業

に
向
か
う
前
の
活
動
も
参
観
で
き
た
た
め
、

小
学
校
の
職
員
か
ら
は
「
参
考
に
な
る
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
中
区
の
「
合
同
研
究
・
研
修
」

（
作
業
部
会
）
で
は
、
夏
休
み
を
使
っ
て
、

子
ど
も
達
に
伝
え
ら
れ
る
ダ
ン
ス
（
イ
ー

ジ
ー
・
ド
ゥ
・
ダ
ン
サ
サ
イ
ズ
）
の
研
修
と
、

ム
ラ
サ
キ
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た
酸
・
ア
ル

カ
リ
の
実
験
を
、
焼
き
そ
ば
作
り
を
通
し

て
体
験
し
ま
し
た
。
な
お
、
実
験
後
は
参

加
者
で
お
い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
部
会
」
や
「
作
業
部
会
」

か
ら
も
、
研
修
を
通
し
た
様
々
な
声
が
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
学
校
規
模

の
違
い
を
乗
り
越
え
、
東
中
区
と
北
中
区

の
良
さ
を
共
有
し
な
が
ら
、
東
御
市
の
教

育
の
成
果
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
出
来
る

よ
う
進
め
て
行
き
ま
す
。

●
東
中
区
と
北
中
区
の

　
特
色
あ
る
取
り
組
み 

●
29
年
度
に
向
け
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
　
学
校
教
育
係

　
☎
64

－

５
８
７
９

小
小
連
携

キ
ャ
リ
ア
教
育

▲小小連携（滋野小学校）

▲小小連携（田中小学校）

▲農業体験学習のようす
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「
地
域
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
基
礎
調
査
」の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
調
査
票
の
回
収
は
2
0
0
0
名
の
う
ち
、

1
0
3
1
名
（
回
収
率
51
・
6
％
）
で

し
た
。

●
有
効
回
答
者
数
は
1
0
3
1
名
の
う
ち
、

7
8
2
名
（
有
効
回
答
率
39
・
1
％
、

性
無
記
名
除
外
）
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、

女
性
は
4
3
8
名
（
56
・
0
％
）、
男

性
は
3
4
4
名
（
44
・
0
％
）
で
し
た
。

●
年
齢
は
、
60
歳
以
上
4
3
8
名
（
56
・

0
％
）、
60
歳
以
下
3
2
7
名
（
44
・

0
％
）
で
し
た
。

●
「
地
域
で
の
居
住
歴
」
が
長
い
、「
居

住
地
域
へ
の
愛
着
」
が
あ
る
人
に
つ
い

て
、
男
性
が
女
性
よ
り
も
高
い
割
合
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

●
精
神
的
健
康
状
態
、
抑
う
つ
状
態
を
み

る
と
、
女
性
が
男
性
よ
り
も
心
の
健
康

を
崩
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
「
地
域
の
つ

な
が
り
に
関
す
る
基
礎
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
心
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
土
台
と
な
る
地
域
の
つ
な
が
り
状

況
に
焦
点
を
あ
て
、
精
神
的
健
康
度
や
抑

う
つ
状
況
、
地
域
住
民
の
社
会
参
加
の
密

度
、
人
に
対
す
る
信
頼
や
助
け
合
い
意
識
、

そ
し
て
、
引
き
こ
も
り
状
況
に
つ
い
て
の

実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
地
域
で
推
進
で

き
る
心
の
健
康
づ
く
り
対
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
本
調
査
は
、
28
年
6
月
中
旬
に
郵

送
に
よ
る
調
査
票
の
配
布
、
7
月

初
旬
ま
で
に
調
査
票
の
回
収
を

し
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。

●
調
査
対
象
は
、
市
内
の
20
歳
以
上

の
男
女
の
中
か
ら
年
齢
構
成
比
率

に
基
づ
い
て
無
作
為
に
抽
出
し
た

２
０
０
０
人
と
し
ま
し
た
。

●
回
収
さ
れ
た
調
査
票
は
、（
公
財
）

身
体
教
育
医
学
研
究
所
に
お
い
て

調
査
票
の
解
析
を
実
施
し
ま
し

た
。

調
査
方
法

調
査
結
果
の
ま
と
め

１
、ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
概
要

２
、健
康
状
態
に
つ
い
て

東御市に何年お住まいですか

無
回
答

50
年
以
上

30
年
〜
49
年

10
年
〜
29
年

9
年
以
下

45．0%

40．0%

35．0%

30．0%

25．0%

20．0%

15．0%

10．0%

5．0%

0．0%

24．1%23．0%

11．0%

41．3%

0．6%
無
回
答

50
年
以
上

30
年
〜
49
年

10
年
〜
29
年

9
年
以
下

35．4%
32．4%

8．4%

23．3%

0．5%

男　性 女　性

現在住んでいる地域にどの程度愛着がありますか

無
回
答

ま
っ
た
く
愛
着
が
な
い

あ
ま
り
愛
着
が
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ま
あ
愛
着
が
あ
る

と
て
も
愛
着
が
あ
る

60．0%

50．0%

40．0%

30．0%

20．0%

10．0%

0．0%

31．1%

44．8%

17．4%

4．9% 1．2% 0．6%
無
回
答

ま
っ
た
く
愛
着
が
な
い

あ
ま
り
愛
着
が
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ま
あ
愛
着
が
あ
る

と
て
も
愛
着
が
あ
る

24．0%

50．9%

15．1%
7．3%

1．8% 0．9%

男　性 女　性

こころの健康状態について
100．0%

90．0%

80．0%

70．0%

60．0%

50．0%

40．0%

30．0%

20．0%

10．0%

0．0%

11．6%

56．4%

男　性

崩れている
可能性が高くない

崩れている
可能性が高い

19．8%

58．8%

女　性

崩れている
可能性が高くない

崩れている
可能性が高い

25．0%

73．8%

1．2%

男　性

うつ
有り

うつ
無し

無回答

26．9%

69．6%

3．4%

女　性

うつ
有り

うつ
無し

無回答
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け
、
こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
い
た
ら
身
近

な
人
に
助
け
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
周

り
の
人
が
身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
き
、

そ
の
話
を
聴
き
、
専
門
家
に
つ
な
げ
ら
れ

る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
精
神
科
医
の
「
こ
こ
ろ
の
相

談
」
を
は
じ
め
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
不
安
の
あ
る
方
の
ご
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
精
神
保
健
講
演
会
」「
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座
」「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
」「
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い

て
理
解
す
る
た
め
の
学
習
会
」
な
ど
、
各

種
の
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
29
年
度

も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
市
報
お
知
ら
せ

版
等
の
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●「
自
殺
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

「
自
殺
の
計
画
を
た
て
た
こ
と
が
あ
る
」

「
自
殺
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
」
に
つ

い
て
、
全
て
の
項
目
で
女
性
の
ほ
う
が

男
性
よ
り
「
は
い
」
と
答
え
た
人
の
割

合
が
多
く
い
ま
し
た
。

●
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
で
は
、
男
性

は
「
地
縁
的
活
動
」
へ
の
参
加
が
も
っ

と
も
多
く
、
女
性
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣

味
活
動
」
が
も
っ
と
も
多
い
割
合
で
し

た
。

●
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
は
、
女
性
が
男
性
よ

り
も
よ
い
状
態
の
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

●
人
を
信
頼
す
る
意
識
は
、
男
性
が
女
性

よ
り
も
高
か
っ
た
で
す
。

●
1
週
間
の
運
動
時
間
を
み
る
と
女
性
の

半
数
が
週
１
時
間
未
満
で
し
た
。

●
調
査
で
は
、
2
％
の
方
が
、
現
在
家
庭

内
に
ひ
き
こ
も
り
者
が
い
る
と
回
答
し

ま
し
た
。

●
過
去
も
含
め
、
ひ
き
こ
も
り
者
が
い
た

こ
と
の
あ
る
家
族
で
支
援
施
設
を
利
用

し
た
経
験
の
あ
る
人
は
2
・
7
％
で
し

た
。

●
女
性
が
男
性
よ
り
も
最
近
１
カ
月
間
で

の
ス
ト
レ
ス
が
多
く
、
女
性
の
中
で
ス

ト
レ
ス
の
処
理
が
で
き
て
い
な
い
人
は

2
割
い
ま
し
た
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

４
、自
殺
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て

６
、ソ
ー
シ
ャ
ル・キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て

５
、生
活
習
慣
、運
動
習
慣
に
つ
い
て

７
、ひ
き
こ
も
り
状
況
に
つ
い
て

３
、悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

ストレスの処理

無
回
答

わ
か
ら
な
い

全
く
で
き
て
い
な
い

あ
ま
り
で
き
て
い
な
い

な
ん
と
か
で
き
て
い
る

充
分
で
き
て
い
る

70．0%

60．0%

50．0%

40．0%

30．0%

20．0%

10．0%

0．0%

15．1%

61．0%

15．4%

3．8% 4．7%
9．1%

男　性

無
回
答

わ
か
ら
な
い

全
く
で
き
て
い
な
い

あ
ま
り
で
き
て
い
な
い

な
ん
と
か
で
き
て
い
る

充
分
で
き
て
い
る

15．9%

66．0%

9．1%
3．2% 4．1% 0．7%

女　性

ストレスの有無

無
回
答

わ
か
ら
な
い

全
く
な
い

あ
ま
り
な
い

多
少
あ
る

大
い
に
あ
る

70．0%

60．0%

50．0%

40．0%

30．0%

20．0%

10．0%

0．0%

31．1%

43．9%

9．9% 12．8%

2．0% 0．3%

男　性

無
回
答

わ
か
ら
な
い

全
く
な
い

あ
ま
り
な
い

多
少
あ
る

大
い
に
あ
る

18．3%

57．1%

16．4%
6．4%

1．6% 0．0%

女　性

　

生
き
活
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
は
、
身
体
の
健
康
と
共
に
こ
こ
ろ
の
健

康
も
重
要
で
す
。

　

国
で
は
、
平
成
24
年
に
自
殺
総
合
対
策

大
綱
を
見
直
し
、「
自
殺
は
、
そ
の
多
く

が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
」

で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
自
殺
予
防
に
取

り
組
む
こ
と
で
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指

す
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
毎
年

3
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定
め
、
特

に
重
点
的
に
市
民
の
皆
様
が
こ
こ
ろ
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
①

十
分
な
睡
眠
や
休
養
を
と
る
、
②
適
度
な

運
動
を
す
る
、
③
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ

き
あ
う
な
ど
、
健
康
を
守
る
た
め
の
生
活

を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
目
を
向

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
健
課　

保
健
係

　

☎
64

－

８
８
８
２

運動時間

無
回
答

週
1
時
間
未
満

週
1
〜
2
時
間

週
3
〜
4
時
間

週
5
時
間
以
上

60．0%

50．0%

40．0%

30．0%

20．0%

10．0%

0．0%

22．1%
18．3%

13．4%

45．3%

0．9%
無
回
答

週
1
時
間
未
満

週
1
〜
2
時
間

週
3
〜
4
時
間

週
5
時
間
以
上

20．5%
16．4%

5．9%

52．5%

4．6%

男　性 女　性
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平
和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
制
定

　

市
で
は
、
3
月
1
日
に
平
和
と
人
権
を

守
る
都
市
宣
言
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
は
、
市
長
3
期
目
の
公
約
の

1
つ
で
あ
り
、
東
御
市
人
権
平
和
都
市
を

考
え
る
懇
話
会
か
ら
提
言
の
あ
っ
た
宣
言

文
案
を
基
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市

民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
12
月
の
市
議
会
定
例

会
で
説
明
し
、
市
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

世
界
の
人
々
と
手
を
つ
な
ぎ
合
い
な
が

ら
反
戦
・
反
核
を
訴
え
、
あ
ら
ゆ
る
違
い

を
越
え
、
人
権
尊
重
や
、
自
然
と
の
共
存

を
謳
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、

平
和
で
人
権
の
守
ら
れ
る
社
会
を
築
い
て

　

人
権
啓
発
学
習
会
に
、
毎
年
大
勢
の
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
は
、
6
月
に
田
中
地
区
、
7
月

に
北
御
牧
（
上
八
重
原
〜
宮
）
地
区
、
10

月
に
祢
津
地
区
で
、
33
公
民
館
を
会
場
に

開
催
し
、
各
区
役
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
市
内
小
中
学
校
の

先
生
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、

4
2
7
人
の
皆
さ
ん
に
学
習
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
人
権
啓
発
学
習
会
は
、
部
落
差
別

を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
無
く
す

た
め
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
思
い
込
み
や

偏
見
を
な
く
し
、
よ
り
深
い
理
解
と
認
識

を
持
っ
て
、
お
互
い
の
人
権
感
覚
（
相
手

の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
心
）
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
か
つ
て
学
ん
で
き
た
部
落
の

歴
史
が
古
文
書
な
ど
の
研
究
に
よ
り
見
直

さ
れ
、
小
中
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
の
内

容
も
全
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
そ
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
私

達
大
人
も
し
っ
か
り
と
、
も
う
一
度
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ね
ら
い
で
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

　

29
年
度
は
、
28
年
度
参
加
さ
れ
た
皆

　一人ひとりの人権が尊重される、争いの

ない世界の実現は、人類共通の願いです。

　わたしたちは、平和を愛する世界の人々

とともにその願いを実現するため、次のこ

とを提唱し、ここに東御市を「平和と人権

を守る都市」とすることを宣言します。

１、戦争の歴史を学び、核兵器の廃絶を訴

え、平和を推進するために行動します。

１、人種、民族、宗教、いかなる違いも越

え、互いに尊重し、思いやりの心と勇

気をもって、だれもがその人らしく生

きられる社会をめざします。

１、自然と共存し、平和で安全安心な地域

づくりを進めます。

い
こ
う
と
い
う
思
い
と
決
意
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
の
宣
言
の
精
神
を
尊
重
し
、
市

は
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
地
域
に
根

差
し
た
平
和
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

平
和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
の
制
定

を
記
念
し
て
、
記
念
碑
を
市
民
交
流
ひ
ろ

ば
北
側
に
建
立
し
ま
し
た
。

平和と人権を守る都市宣言

（平成 29年 3月 1日宣言）

さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
参
考
に
し

て
、
滋
野
・
和
・
北
御
牧
（
畔
田
～
牧
ヶ

原
）
35
公
民
館
で
、
人
権
啓
発
学
習
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
自
分
自

身
の
人
権
感

覚
を
磨
く
た

め
に
も
、
一

人
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
課
　
人
権
同
和
教
育
係
　
☎
64

－

５
９
０
２

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

平
成
28
年
度
人
権
啓
発
学
習
会
結
果
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
29
年
度
に
向
け
て

●
自
分
が
受
け
て
い
た
教
育
と
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
少
し

驚
き
、
違
う
意
味
で
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
理
解
で
き
ま
し
た
。
今
後
自
分
の

子
ど
も
た
ち
が
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
学

習
が
、
理
解
で
き
、
参
加
し
て
よ
か
っ

た
で
す
。（
40
代
）

●
今
回
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
大
変
歴
史
が
わ
か
り
良

か
っ
た
。
結
婚
問
題
は
、
ま
だ
差
別
が

残
っ
て
い
る
と
思
う
。
新
し
い
知
識
を

し
っ
か
り
学
ん
で
、
自
分
や
周
囲
が
結

婚
問
題
な
ど
で
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
し
っ

か
り
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。（
70
代
）

参
加
者
の
感
想

（2017年 3月）市報とうみ 8



　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
怪
我
を
し

た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
う
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
皆
さ

ん
か
ら
の
保
険
税
と
国
や
県
等
の
公
費
お

よ
び
市
の
財
源
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
は
20
年
度
に
現
在

の
税
率
に
定
め
て
以
降
９
年
間
税
率
を
据

え
置
き
、
市
の
税
金
か
ら
の
支
援
を
繰
り

返
し
受
け
な
が
ら
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
の
増
加
な
ど
か

ら
来
年
度
以
降
大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
税
率
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

現
段
階
で
一
人
あ
た
り
国
保
税
額
平
均

8
・
4
％
の
増
を
想
定
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
市
の
諮
問
機
関
で
あ

る
国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
、
審
議
を

重
ね
て
い
た
だ
い
た
結
果
、〝
被
保
険
者

構
成
や
医
療
実
態
の
変
化
が
あ
る
中
に
お

い
て
被
保
険
者
が
安
心
し
て
平
等
な
医
療

を
う
け
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
制
度
を

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
東
御
市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
以
前
か
ら
調
査
・
研
究
し
て
き
た

文
化
財
に
つ
い
て
、
市
に
お
い
て
重
要
・
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
追
加
指
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
の

　
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
税
率
見
直
し
を
検
討
し
ま
す

東
御
市
指
定
文
化
財
が

追
加
指
定
さ
れ
ま
す

保
つ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
税
率
改

定
は
や
む
を
得
な
い
〟
と
し
て
、
平
成
28

年
12
月
26
日
付
け
に
て
、
保
険
者
と
し
て

被
保
険
者
の
健
康
維
持
や
重
症
化
予
防
に

努
め
る
こ
と
等
の
附
帯
意
見
を
添
え
て
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

税
率
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
会
に
お
い

て
審
議
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
順
次
市
報
で
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
は
市
報
と

う
み
11
月
号
2
〜
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
75

－

８
８
１
０

●
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課
　
文
化
財
・
文
化
振
興
係
　
☎
75

－

２
７
１
７

　

平
成
2
年
に
行
わ
れ
た
大
川
区
南
西
に

広
が
る
大
川
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
縄
文

時
代
中
期
の
第
14
号
住
居
址
か
ら
縄
文
土

器
が
一
括
し
て
出
土
し
た
。
１
点
は
新
潟

県
魚
沼
地
域
を
中
心
に
出
土
し
て
い
る
火か

焔え
ん

型
土
器
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
ほ
ぼ
完

形
の
縄
文
土
器
で
、
同
じ
場
所
か
ら
出
土

し
た
長
野
県
・
群
馬
県
を
中
心
に
発
見
さ

れ
て
い
る
焼
町
土
器
２
点
と
合
わ
せ
、
東

御
市
有
形

文
化
財
に

指
定
さ
れ

た
。
こ
れ

ら
の
土
器

は
、
現
在

和
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

に
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

昭
和
63
年
に
行
わ
れ
た
新
張
区
と
原
口

区
の
中
間
に
広
が
る
久
保
在
家
遺
跡
の
発

掘
調
査
で
、
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
跡
が

発
見
さ
れ
た
。
第
18
号
住
居
址
か
ら
ほ
ぼ

完
全
な
状
態
の
焼
町
土
器
と
呼
ば
れ
て
い

る
特
徴
的
な
縄
文
土
器
や
関
東
地
方
を
中

心
に
出
土
し
て
い
る
縄
文
土
器
が
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
10
点
の
縄

文
土
器
と
、
赤

く
彩
色
さ
れ

た
大
形
の
土
偶

1
点
と
合
わ
せ
、

東
御
市
有
形
文

化
財
に
指
定
さ

れ
た
。
こ
れ
ら

の
土
器
・
土
偶

は
、
現
在
田
中

資
料
館
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

東
御
市
有
形
文
化
財

東
御
市
有
形
文
化
財

大
川
遺
跡
第
14
号
住じ

ゅ
う
き
ょ
し

居
址

出
土
縄
文
土
器

久
保
在
家
遺
跡
第
18
号
住
居
址

出
土
縄
文
土
器・土
偶

国
保
税
9
年
ぶ
り
の
見
直
し

国
保
運
営
協
議
会
で
答
申

▲国保運営協議会長から市長へ答申
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行
事
・
学
級
講
座
の
模
様

▲マラソンランナー　スタート

　

恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、
１
月
１
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
18
回
目
を
迎

え
た
今
回
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

合
計
１
４
０
名
の
大
勢
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

各
自
の
健
康
増
進
お
よ
び
参
加
者

同
士
の
親
睦
を
目
的
と
し
、
田
中

公
民
館
か
ら
県
諏
訪
神
社
間
で
順

位
を
競
わ
ず
、
走
っ
た
り
、
歩
い

た
り
し
て
い
ま
す
。
完
走
後
、
集

合
写
真
を
受
け
取
り
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
お
互
い
の
健
闘
を

称
え
合
い
ま
し
た
。

　

女
性
学
級
は
、
自
分
た
ち
の
や

り
た
い
事
が
講
座
に
な
る
、
楽
し

い
仲
間
づ
く
り
の
で
き
る
講
座
で

す
。
今
年
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
、
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ

ト
、
食
べ
方
見
直
し
塾
、
市
内
史

跡
め
ぐ
り
、
安
曇
野
・
大
町
視
察

研
修
、
そ
ば
打
ち
体
験
等
様
々
な

分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
、

自
分
の
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
み

て
、
楽
し
い
こ
と
を
見
つ
け
、
経

験
し
て
自
身
の
資
質
向
上
が
は
か

ら
れ
ま
し
た
。

　

健
康
で
、
明
る
く
楽
し
い
生
活

を
送
る
た
め
の
、
高
齢
者
大
学
講

座
が
、
本
年
度
も
５
月
～
３
月
ま

で
に
、
全
16
回
の
講
座
が
計
画
さ

れ
、
46
名
の
方
が
参
加
し
て
、
意

欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
笑
い
ヨ
ガ
で
体
も
心
も
元

気
に
、
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
も
う
等

の
学
習
課
題
を
学
ぶ
と
共
に
、
野

外
研
修
と
し
て
、
今
年
は
特
に
話

題
と
な
っ
た
真
田
丸
関
連
の
史
跡

　

新
年
を
迎
え
た
５
日
、
恒
例
と

な
っ
た
新
春
書
初
め
大
会
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
80
名
が
参
加

し
、
市
文
化
協
会
書
道
部
会
員
の

皆
様
の
指
導
に
よ
り
、
各
々
に
与

え
ら
れ
た
課
題
の
文
字
を
、
集
中

し
て
も
く
も
く
と
練
習
し
て
、
新

春
に
思
い
を
込
め
た
立
派
な
作
品

が
出
来
ま
し
た
。

め
ぐ
り
で
松
代
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
研
修
と
し
て
、
富

山
県
魚
津
市
を
訪
ね
て
、
魚
津
水

族
館
や
魚
津
埋
没
林
博
物
館
等
を

見
学
し
て
来
ま
し
た
。

新
春
書
き
初
め
大
会

女
性
学
級

生
涯
い
き
い
き

高
齢
者
大
学

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

▲軽スポーツ教室

▲コミュニケーションを学ぶ

▲食べ方見直し塾

▲書き初め作品展 ▲新春書き初め会場

▲フラワーアレンジメント▲児玉家見学

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
体
験
、感
動

（2017年 3月）市報とうみ 10



般
参
加
の
皆
さ
ん
の
作
品
も
多
数

出
展
し
て
い
た
だ
き
多
彩
な
作
品

４
５
５
点
が
並
び
公
民
館
を
埋
め

尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
小
の
生
花
で
彩
を
添
え
て
い

た
だ
き
、
茶
道
教
室
の
皆
様
か
ら

は
お
茶
の
お
手
前
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
和
小
学
校
の
児
童

を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス
に
備
え

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
世
界
に
一
つ

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

が
で
き
、
サ
ン
タ
さ
ん
も
迷
わ

ず
子
ど
も
達
の
家
に
行
け
た
か

な
？	

　

11
月
19
日
か
ら
20
日
に
か
け
て

第
13
回
北
御
牧
地
区
生
涯
学
作
品

展
が
実
行
委
員
会
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
展
団
体
が
多
く
、
写
真
、
盆
栽
、

書
、
絵
画
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶
芸
、

刻
字
、

水
墨
画
、

編
み
物

や
保
育

園
・
小

学
校
・

中
学
校

の
児
童

生
徒
の

作
品
お

よ
び
一

　

昔
懐
か
し
の
伝
統
行
事
が
し
っ

か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

滋
野
地
区
の
片
羽
区
で
は
い
ま

　

恒
例
と
な
っ
た
子
ど
も
相
撲
大

会
が
、
11
月
23
日
、
海
野
宿
ふ
れ

あ
い
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
田
中
地
区
地
域

づ
く
り
の
会
が
主
催
と
な
り
、
園

児
、
小
学
生
合
わ
せ
て
83
名
が
参

加
、
土
俵
を
取
り
囲
ん
だ
保
護
者

や
見
物

客
の
前

で
か
わ

い
い
熱

戦
が
繰

り
広
げ

ら
れ
ま

し
た
。

地域に根ざす公民館
　1,236という数字、これは長野県の公民
館数を表しています。この数は全国第1位
で、2位の山形県の524館を大きく引き離し
ています。いかに公民館が地域に密着し地
域に根ざした存在であるのかを示していま
す。
　本年度、いくつかの分館行事に参加させ
ていただきましたが、発表や展示、種目等
いろいろな世代や団体、個人の活動の発表、
交流の場となっており、多くの区民が楽し
みにしている様子が伺えました。
　本年度の公民館活動もまとめの時期を
迎えておりますが、活動の反省を次年度に
活かし、より地域の皆さんの要望や関心に
沿った行事や催し物として長く続いていく
ことを期待申し上げます。

公民館長のねがい

　

緊
張
の
中
、
か
る
た
を
見
つ
め

る
目
が
輝
き
ま
す
。

　

66
人
さ
っ
ち
ら
練
習
し
て
き
た

の
で
し
ょ
う
、
最
後
の
段
の
み
読

み
上
げ
ら
れ
る
と
、
さ
っ
と
手
が

動
き
、
思
わ
ず
ま
わ
り
の
大
人
は

息
を
呑
み
、
見
つ
め
ま
す
。

　

休
み
時
間
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
。
そ
し
て
、
火
花
散
る
決
勝
戦
。

て
ん
で
取
れ
な
く
せ
つ
ね
え
子

も
「
来
年
こ
そ
は
！
」
と
闘
志
を

燃
や
し
、

家
路
に

つ
き
ま

し
た
。

第
13
回
北
御
牧
地
区

生
涯
学
習
作
品

北
御
牧
地
区

地
区
公
民
館
の
活
動

▲生涯学習　作品展

▲白鳥神社境内子ども相撲

編集●生涯学習課　生涯学習・スポーツ係　☎64－5885

ち
ょ
っ
く
ら
今
年
も

「
方
言
か
る
た
」

祢
津
地
区

「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

和
地
区

滋
野
の
片
羽
区
初
午
祭

滋
野
地
区

海
野
宿
子
ど
も
相
撲
大
会

田
中
地
区

▲方言かるた大会

▲クリスマス
　キャンドル作り

平成29年度　生涯学習講座の募集
　東御市公民館（中央、滋野、祢津、和、北御牧各公民館）・図
書館では、各種講座の受講生を募集します。

申し込み期間：３月22日（水）～４月７日（金）

※詳細につきましては、３月中旬配布の生涯学習講座・教室のパンフ
レットをご覧ください。

だ
に
伝
統
行
事
で
あ
る
十
日
夜
の

わ
ら
で
っ
ぽ
う
祭
り
や
、
初
午
祭

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
達
で

作
っ
た
わ
ら
で
っ
ぽ
う
で
地
面
を

た
た
き
、
モ
グ
ラ
退
治
や
、
収
穫

に
感
謝
し
な
が
ら
区
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。
ま
た
、
初
午
祭
で
は
、

わ
ら
午
を
つ
く
っ
て
、
道
祖
神
ま

で
の
午
引
き
を
し
、
新
生
児
の
無

病
息
災
を

祈
念
し
ま

す
。
他
の

地
区
も
、

わ
ら
細
工

の
講
師
と

共
に
伝
承

さ
れ
た
ら

い
か
が
で

し
ょ
う
か
。▶
片
羽
地
区　

初
午
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卒園おめでとう

北御牧保育園

祢津保育園

小林己和子園長先生から
　ほいくえんですごしたたくさんのおもいで。おおきくなっておも
いだしてくれたらうれしいです。おめでとうございます。

傳田和子園長先生から
　自分が好き、人が好き、そして遊びが大好きな49名のお友だち。優しい心を大切に、
仲良し１年生になってください。

放送日のお知らせ

東御市保育園・幼稚園　卒園記念番組

みんな元気に!もうすぐ1年生

■田中保育園
◦3月11日（土） 09：00～／15：00～／21：00～
◦3月20日（月） 09：00～／15：00～／21：00～
■滋野保育園
◦3月12日（日） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月20日（月） 10：00～／16：00～／22：00～
■祢津保育園
◦3月13日（月） 09：00～／15：00～／21：00～
◦3月21日（火） 09：00～／15：00～／21：00～
■和保育園
◦3月14日（火） 09：00～／15：00～／21：00～
◦3月21日（火） 10：00～／16：00～／22：00～
■北御牧保育園
◦3月15日（水） 09：00～／15：00～／21：00～
◦3月22日（水） 09：00～／15：00～／21：00～
■海野保育園
◦3月16日（木） 09：00～／15：00～／21：00～
◦3月22日（水） 10：00～／16：00～／22：00～
■くるみ幼稚園
◦3月17日（金） 09：00～／15：00～／21：00～
◦3月23日（木） 09：00～／15：00～／21：00～

■田中保育園	 3月13日（月）、22日（水）
■滋野保育園	 3月14日（火）、23日（木）
■祢津保育園	 3月15日（水）、24日（金）
■和保育園	 3月16日（木）、27日（月）
■北御牧保育園	 3月17日（金）、28日（火）
■海野保育園	 3月20日（月）、29日（水）
■くるみ幼稚園	 3月21日（火）、30日（木）

滋野保育園

竹内美衣園長先生から
　保育園での素敵な思い出をありがとう。皆の宝物です。これから
も思いやりの気持ちを大切に沢山遊んで心も体も大きくなあれ！

とうみチャンネル（CATV004チャンネル）

エフエムとうみ　78.5MHz

07：25～／08：25～／09：25～
13：25～／17：25～／18：25～

放送
時間

（2017年 3月）市報とうみ 12



もうすぐ1年生!

和保育園

田中保育園

海野保育園 くるみ幼稚園

北沢美良園長先生から
　何事にも挑戦し頑張っていたみなさん。保育園でのたくさんの宝物をもって小学校へい
くんですね。これからも大きく大きくはばたいてください。ずっとずっと応援しています。

高橋富士子園長先生から
　たくさんの出会いを大切にして、心と心のキャッチボールが上手にでき
る人になってくださいね。まっすぐ、たくましく、おおきくなあれ。

関旦子園長先生から
　かもしか組の皆さんは、夏と冬の山合宿や登山、川あ
そびで自然と親しみたくましくなりました。仲間との絆
は宝物です。伸びていく力をたくわえた皆さんの未来に
幸い多いことを！！

柳沢直園長先生から
　みあげてごらんよくるみの木、はっぱがよんでる手を
ふって、あかるいよい子になるように、みんなが大きくな
るように。

　この 3月に市内の保育園、
幼稚園を卒園するお友だち
は247名です。
　もうすぐ１年生！小学校
でも、友だちたくさんつく
ろうね。

市報とうみ（2017年 3月）13



地域おこし
協力隊

活動レポートVol.202017年3月号

協力隊のひとこと

　東御市に来て迎える初めての冬、寒さに耐えながら勇気を振り絞って部
屋を出る毎日ですが、今年度も残りわずかとなり、私も地域おこし協力隊
着任から１年が経とうとしています。この１年は初めての経験や素敵な出
会いがたくさんありました。春に出会った人達の繋がりから、夏はさまざ
まなイベントに参加させてもらい、秋には多くの協力者のもとハロウィン
ナイト開催が実現しました。
　そして新しい春を待ち遠しく思いながら新年度へ向けて、田中駅リニュー
アルと同時に４月から駅構内に「東御市観光情報ステーション（観光案内
所＋まちなか交流スペース）」がオープンします。開設準備に参加させて
頂いている中、東御市のおいしい物、四季折々の素晴らしい風景に改めて
気づかされています。観光案内所のレンタサイクルで「春のとうみ」を満喫
してみるのも良いですね。また、まちなか交流スペースで市民の皆さんに
くつろいで頂くのはもちろん、市外から来る方達にもおいしい情報や東御
市の魅力をお届けします。私も引き続き田中駅から中心市街地へ足を延ば
し、新鮮な情報を地域の皆さんと共有していきたいと思います。是非お
気軽にお立ち寄りください。

●田中駅に東御市観光情報ステーションいよいよオープン！

障
が
い
の
あ
る
人
と
向
き
合
っ
て

ま  

か
べ

よ
し
ゆ
き

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

眞
壁

　善
之

（149）

　

昨
年
の
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
メ

ダ
ル
24
個
、
17
位
と
い
う
成
績
で
終
了
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
活
躍
に
感
動
さ
せ
ら

れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
競
技
用
義

足
の
研
究
開
発
で
著
名
な
遠
藤
謙
さ
ん
の

義
足
作
り
に
か
け
る
信
念
や
思
い
を
伝
え

る
様
子
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
遠

藤
さ
ん
は
「
義
足
は
人
が
使
う
も
の
な
の

で
、
理
論
的
に
は
正
し
い
と
思
っ
て
い
る

も
の
で
も
、
そ
の
義
足
が
す
べ
て
の
人
が

使
え
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
使
っ
た
人

が
喜
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
み
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
遠
藤
さ
ん
が
義
足
製
作
に
携

わ
る
き
っ
か
け
は
、
高
校
時
代
の
後
輩
が

病
気
で
足
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
後
輩
を

少
し
で
も
早
く
助
け
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
大
学
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
て

学
ん
だ
そ
う
で
す
。
知
識
と
実
践
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
歩
く
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
障
が
い
と
思
わ
な
い
、
そ
ん

な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
信
念
に
、

障
が
い
の
あ
る
方
に
向
き
合
う
遠
藤
さ
ん

の
生
き
方
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
知
り
合
い
に
弱
視
の
方
が
い
ま
す

が
、
先
日
長
野
市
で
講
演
会
が
あ
り
、
講

演
を
聴
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
緒
に

車
で
行
き
ま
し
た
。
乗
車
の
時
は
ド
ア
を

開
け
て
や
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と

降
車
の
ド
ア
は
彼
が
開
け
、
そ
の
後
は
私

の
肩
に
手
を
掛
け
て
歩
き
、
下
足
は
私
が

下
駄
箱
へ
入
れ
ま
し
た
。
会
場
は
３
階
で
、

手
す
り
を
頼
り
に
し
た
方
が
段
差
や
感
覚

が
分
か
る
か
ら
、
一
人
で
行
き
た
い
と
言

う
の
で
、
後
は
見
守
り
な
が
ら
声
が
け
を

し
、
無
事
に
席
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
て
、
周
り
に
な
る
べ
く
心
配

や
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
と
の
気
持
ち

を
尊
重
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ

と
彼
の
言
動
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
、
過
剰
に
気
を

使
っ
て
い
た
自
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
彼

と
一
緒
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
、
大
切

な
事
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
人

に
や
さ
し
い
社
会
」「
人
権
を
守
れ
る
社

会
」
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
遠
藤
さ

ん
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
自
分
に
何
が

で
き
る
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
、
様
々
な
と

こ
ろ
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま

し
た
。

今月の担当

菊
きく

地
ち

 夏
なつ

代
よ

（商工観光課商工労政係）
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12
月
20
日
・
22
日
に
、
滋
野
小
学
校
6

年
生
に
よ
る
家
庭
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
及
び
地
区
の
皆
様
に
学
習
報
告
会
を

「
お
ら
ち
の
え
ん
が
わ
」
で
開
催
・
作
品

と
歌
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。
22
日
に
は

3
年
生
も
応
援
、
笛
の
演
奏
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
は
地
元
の
有
志
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催
。
ゲ
ー
ム
・
な
ぞ
な
ぞ
・

校
歌
（
新
・
旧
）
童
謡
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
懐
メ
ロ
を
片
羽

の
中
村
通

明
さ
ん
の

マ
ン
ド
リ

ン
で
合
唱

を
し
ま
し

た
。

　

お
ら
ち

の
え
ん
が

わ
も
お
陰

様
で
沢
山

の
方
に
ご

利
用
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
市

内
外
か
ら
い
ろ
ん
な
方
が
視
察
・
研
修
に

お
見
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
一
度

は
覗
い
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
見
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。
地
域
の
憩
い
の
場
・

お
喋
り
・
暇
つ
ぶ
し
の
場
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
通
信

●
問
い
合
わ
せ
先

　

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　

☎
62

－

０
４
０
１

滋
野
小
学
校
学
習
報
告
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

1歳の誕生日おめでとう！（3月生まれ）

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企
画財政課広報担当までお送りください。締め切りは、3月8日
（水）必着。※原則、毎月8日が締め切りとなります。

（対象者 4 月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆

とうみっ子!!

野
の

﨑
ざき

　虹
に

湖
こ

ちゃん（布下）
（H28.03.07生）

青
あお

木
き

　琴
こと

音
ね

ちゃん（片羽）
（H28.03.12生）

いつも笑顔のニコニコ虹湖ちゃん。
パパもママもねねもににもみーんな
虹湖ちゃん大好き♥
元気いっぱい、大きくなぁれ！
1歳のお誕生日おめでとう。

こっちゃん1歳おめでとう♥
いつも笑顔に元気をもらっているよ♥
兄妹仲良く、元気にすくすく大きく
なぁーれ !!!

す す 育
く く て

　2月 11 日、「冬のとうみはどのくらい寒いのかを
知るツアー」と題した移住体験ツアーを開きました。
今回で３回目となり、夏の移住体験ツアー参加者から
移住に向けた相談があるなど大好評。
　この日は、移住を検討する県内外の 4組７人が参
加し、一行は市役所周辺施設や空き家物件などを見学
しました。
　ツアーには、移住希望者の相談に応じる市の定住ア
ドバイザーも同行。自身の移住体験を基にした東御市
の良さや不便さなど率直な意見を交わし、ツアー参加
者と懇談しました。

移住体験ツアー 開催
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〈広告欄〉

　３月から４月にかけては就職や退職、引っ越しなど異動が
多い時期です。それらの異動に伴い、年金の手続きが必要な
場合がありますので、忘れずに届出をお願いします。
　なお、届出に必要な持ち物は、あらかじめ各届出先にご確
認ください。

　ご不明な点がありましたら下記へお問い合わせください。

まるごと生活百科

3月の納税 （納期限 3月31日）

・国民健康保険税（普通徴収）（10期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（9期）
・介護保険料（普通徴収）（9期）●問い合わせ先

　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75－8810

ワンポイントアドバイス税国 民 年 金 アドバイス

●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎62－ 1111

年金の異動届出はお済みですか

こんなときに異動届出が必要になります

原付・軽自動車の手続きはお早めに！！

※用紙は市役所にあります。必要事項記入のうえご提出ください。

※1：	勤務先への年金の届出とは別に、国民健康保険に加入していた人
は、市役所にて脱退の手続きが必要です。

■20歳以上60歳未満の方

■年金を受給している方

※内容により必要書類等が異なりますので、各取扱窓口に電話確認の
上、手続きを行って ください

こんなとき 必要な手続き 届出先

会社を退職した 国民年金に加入する 市役所

就職して厚生年
金に加入した

国民年金から厚生年金に切
り替える（※1）

勤務先

住所が変わった
氏名が変わった

変
更
届
出
の
提
出

①厚生年金加入者 勤務先

②厚生年金加入の配
偶者に扶養されて
いる方

配偶者の
勤務先

③上記①、②以外の方 市役所

こんなとき 必要な手続き 届出先

住所が変わった
「年金受給者住所変更届」
を提出 小諸年金

事務所
氏名が変わった

「年金受給者氏名変更届」
を提出

　軽自動車税は毎年４月１日現在で軽自動車等を所有してい
る方に１年分が課税されます。廃車、住所変更、名義変更は
年度内に手続きを済ませましょう。
　なお、３月末は取扱窓口が混雑しますので、早めの手続き
をお勧めします。

●税務課　住民税係　☎62 - 1111

●長野県自家用自動車協会上小支部
　上田市住吉65番地　☎22 - 0595

●北陸信越運輸局長野運輸支局
　長野市西和田 1丁目35番 4 号
　☎050 - 5540 - 2042

◦2輪車（125cc 超から250cc 以下）　◦3輪車　◦4輪車
【軽自動車】

◦125cc 以下のバイク　◦ミニカー
【原動機付自転車】

◦農耕作業用（トラクターなど）　◦特殊作業用（フォー
クリフトなど）

【小型特殊自動車】

【二輪の小型自動車（250cc超）】

取 扱 窓 口
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〈広告欄〉

おいしいヘルシークッキング 121

マンゴープリン
（1人分：エネルギー162kcal・塩分0.0g）

❶マンゴー缶をミキサーにか
ける。
❷①と牛乳を鍋に入れ、80℃
まで温め火を止める。（鍋のふ
ちがふつふつとするくらい。沸
騰させない。）
❸ゼラチンを振り入れよく溶か
す。
❹生クリームを加えよく混ぜる。
❺型に入れ、冷蔵庫で冷やす。
❻型から出し、ミントをそえる。

作り方

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申
し上げます。（平成29年1月に寄附をいただいたもので
す。）

◦花岡 尚 様（防火水槽用地）

　公表については、同意をいただいた方のみ掲載してい
ます。

●問い合わせ先　消防課消防施設係　☎ 62－ 0119

マンゴー缶....................200g
砂糖................................20g
牛乳........................... 130cc
生クリーム.....................60cc
ゼラチン............................6g
ミント...............................4枚

材　料（4人分）

●問い合わせ・お申し込み先
　クリーンリサイクル係　☎63－6814

　今年度、ごみ減量アドバイザー養成講座に６名の方が受講
して修了されました。
　新たにアドバイザーとなった方には、平成26年度に設立
した「東御市ごみ減量３Ｒ（リデュース・リユース・リサイ
クル）推進委員会」の推進体制のもとで、さらなるごみの減
量化資源化に向け、地域における今後の実践活動に期待がさ
れます。
　市では、循環型社会の形成を目指し「ごみ減量アドバイザー
養成講座」をごみ減量施策の重点事業として位置付け、29
年度以降も引き続き開催していく予定です。
　大勢の皆様の積極的なご参加をお願いいたします。
　受講案内は５月の市報とうみお知らせ版に掲載する予定で
す。

今年度のごみ減量アドバイザー
養成講座で６名が講座を修了

No.143
なるほど The ごみ (gomi)

▲講座のようす

●市のごみの現状と課題・廃棄物行政について
●市内廃棄物処理施設の見学
●市のごみ分別・資源物について
●視察（市外廃棄物処理施設<小諸市>）
●各班における活動内容の紹介
●雑紙の回収・エコクッキングについて
●ダンボール式生ごみリサイクル講習会	

講
座
の
概
要（
28
年
度
）

市報とうみ（2017年 3月）17



ートピックスー　地域の話題

　₁月26日、市中央公民館で順天堂大学医学部の樋
ひ

野
の

興
おき

夫
お

教授
を迎え、「がん哲学外来シンポジウム」を開催しました。
　樋野教授は、「がん患者らは、悩みや不安を抱え居場所を失っ
ている人が多い。ことばが持つ力によって医療とのすき間を埋
めることが大事」とがん哲学外来を始めたきっかけを話しまし
た。
　講演後には、樋野教授を交え、花岡市長らとパネルディスカッ
ションを実施。がん患者が尊厳をもち安心して暮らせる社会の
実現や子どもへの「がん教育」の必要性などを語りました。

　₂月₉日、市中央公民館で「高地トレーニングの理解を深
めるための学習会」が開催され、三重大学教授の杉田正明さ
んが講演しました。
　今まで関わってきた選手の資料を元に、高地トレーニング
が選手に与える効果が説明されました。「高地でトレーニン
グすると選手によい影響を与えるし、地元で練習した選手を
応援することは街おこしの側面もある」との話に、集まった
人たちはメモを取りながら熱心に聞き入っていました。

　₂月₅日、市文化会館で「上小地域の安全・安心まちづくり
地域大会」が開かれました。
　この大会は、住民の防犯意識向上と安全な地域を目指し開催
されたものです。
　まず、北御牧小学校音楽クラブが詐欺にあわないためのポイ
ントをまとめた特殊詐欺防止を呼びかける歌を披露し、式典が
開会しました。また、上田千曲高等学校の演劇班も特殊詐欺や
悪徳商法の手口を紹介する劇を上演。参加者は、歌や劇を通じ
て自分や地域の防犯力を再確認する１日となりました。

がんの理解を深め、豊かな人生を
がん哲学外来シンポジウム

高地トレーニングの理解を
深めるための学習会

声を掛け合い、助け合おう
上小地域の安全・安心まちづくり地域大会

▲ことばの力の重要性を語る樋野教授

▲特殊詐欺防止の歌を披露する北御牧小学校音楽クラブ

▲楽しみながらボッチャに取り組む参加者

▲高地トレーニングの効果を説明する杉田さん

　₂月13日、障がい者スポーツを推進するとうみユニバーサル
スポーツクラブが「運動器の10年・日本賞」の最高賞である「日
本賞」受賞を花岡市長に報告しました。この賞は、健康増進活
動の独創的かつ優れた取り組みを表彰するもので、選考者から
は、「ボッチャを通じて、障がい者等が健常者と一緒にスポー
ツを楽しむ環境を作り上げた」と高い評価を受けました。
　18日には、北御牧中学校体育館で同クラブが主催するボッ
チャ交流大会が開催。約60名が参加し、ボッチャを楽しみました。

とうみユニバーサルスポーツクラブが表彰
ボッチャ交流大会も開催

（2017年 3月）市報とうみ 18



ートピックスー　地域の話題

で
き
ご
と
短
信

2
・
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▼
死
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ロ
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０
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達
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・
4
▼
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年
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式
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・
5
▼
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

　₂月19日、市中央公民館でネットリテラシー講演会「スマホ
社会の落とし穴」が小児科医の内海裕美さんを講師に迎えて開
催しました。
　講演で内海さんは、スマホなどのメディア機器を長時間使う
ことで、体を動かす直接体験の減少や睡眠時間不足など学力や
体力の成長に必要な時間のロスを指摘。その上で、「安易にメ
ディア機器で子どもをあやさないで欲しい。子どもとのアイコ
ンタクトやスキンシップが大事」と子どもと親が一緒に過ごす
時間の大切さについて話しました。

　₂月17日、祢津の御堂地区で「御堂地区荒廃農用地復旧事業
安全祈願祭・起工式」が行われました。
　この事業は県が事業主体となり、荒廃地化した桑畑を復旧し、
約28ha のワイン用ブドウ畑として整備するものです。
　総事業費は₉億9,000万円、完成予定は平成31年度で、地元
推進委員会からは「事業によりこの地区が新たな観光地になれ
ばいい。ゆくゆくはワインの醸造までいければ」と期待の声が
聞かれました。

長時間のスマホは体力学力のロス
ネットリテラシー講演会

御堂地区荒廃農用地復旧事業
安全祈願祭・起工式

▲成果品を味わう参加者

▲安全祈願祭のようす

▲スマホの子どもへの影響を説明する内海さん

　₂月14日、レストランオラホを会場に「東御市雇用創造協
議会成果品発表・報告会」が行われました。

　最初に、市内飲食業者を中心とした参加者へ今年度
実施したモニターツアーやワインに合う商品開発の経
過などを発表。その後、行われた成果品の試食会では、
米粉やとうもろこしの生地を薄くクレープ状にしたガ
レットやくるみのデザートなどが振る舞われました。
　参加者からは、「トッピングの組み合わせによって、
可能性が広がる。今度活用してみたい」などの声が上
がりました。

とうみはこんなに素晴らしい！
市雇用創造協議会成果品発表・報告会
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◦
取
材
で
は
園
児
や
児
童
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と

会
う
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
無
邪
気
な
笑
顔
や
元
気
な
姿
に
い
つ
も
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

◦
「
い
つ
も
見
て
る
よ
！
」
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
市
民
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
嬉
し
い

気
持
ち
と
同
時
に
、
き
ち
ん
と
し
た
放
送
を
し

な
け
れ
ば
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

◦
学
校
行
事
の
撮
影
は
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
そ
の
時
だ
け
で
な
く
、
大
き
く

な
っ
て
か
ら
何
度
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
思

い
出
に
残
る
番
組
を
作
り
た
い
で
す
。

●
取
材
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
談
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
か
ら
、
大
き
な
失
敗
ま
で

た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
お
伝
え
し
き
れ
ま
せ
ん

（
苦
笑
）

●
取
材
を
通
じ
て
知
っ
た
東
御
市
の
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◦
季
節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
芸
術
む
ら
公
園
や
東

御
中
央
公
園
。

◦
お
い
し
い
グ
ル

メ
や
雷
電
パ

ワ
ー
全
開
の

「
道
の
駅
雷
電

く
る
み
の
里
」。

◦
ワ
イ
ン
畑
か
ら

み
た
壮
大
な
景

色
。
ま
る
で
フ

ラ
ン
ス
の
よ
う

♡
と
妄
想
し
て

ま
す
（
笑
）

　

と
う
み
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
市
の
行
政
情
報

や
地
域
の
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
地
元
に
密
着
し

た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
す
。
今
回
は
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
、
取
材
の
苦
労
話
、
や
り
が
い
等
制

作
の
裏
側
を
聞
き
ま
し
た
。

●
１
日
（
１
週
間
）の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「W

eekly!

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
と
う
み
」
で
は
、
東

御
市
の
１
週
間
の
出
来
事
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
や
年
代
層
、
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な

が
ら
、
今
週
は
ど
ん
な
話
題
を
取
材
す
る
か
を
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
で
打
合
せ
ま
す
。
１
つ
１
つ
の
話

題
は
、
撮
影
か
ら
編
集
ま
で
ほ
ぼ
一
人
で
担
当
。

取
材
か
ら
戻
る
と
、
原
稿
を
書
い
て
編
集
し
て
…

と
毎
日
の
繰
り
返
し
で
す
。

　

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
と
う
み
は
毎
週
金
曜
日
に
更
新

す
る
の
で
、
木
曜
日
は
ス
タ
ッ
フ
一
同
編
集
作
業

に
大
忙
し
！
な
ー
ん
て
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
余

裕
を
持
っ
て
仕
事
を
し
た
い
で
す
ね
。

●
仕
事
の
や
り
が
い
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

とうみケーブルテレビ

とうみケーブルテレビスタッフ

思い出に残る番組を作りたい！

スタジオ通信
おらほの Vol.12

市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ編 集 後 記

　毎年好評のもうすぐ１年生、
各園を周って写真を撮らせてい
ただきました。園児の顔の向き
や目線がなかなか揃わず、集合
写真の難しさを実感。先生方に
ご協力いただき、撮ることがで
きました。ありがとうございま
した。	 （市報担当　長岡）

市内交通事故統計 1月分
平成29年 1 月31日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 9件 9件 −8件

傷 　 者 10名 10名 −12名

死者（注2） 00名 0名 0名

（注1）平成29年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝1月の火災・救急件数＝

火災 0件（ 0件）
救急 105件（105件）

※カッコ内は平成29年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（ 2月１日現在）

平成29年 1月 平成28年 1月

最高気温 10.9℃（29日） 14.2℃（04日）

最低気温 −11.4℃（25日）−12.1℃（26日）

平均気温 −0.2℃　 −0.3℃

降 水 量 29.0㎜ 54.0㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコは前月対比 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡
し、 水バケツなどを用意しましょう。

＠とうみあっと

QRコード
市内火災情報、災害情報、
不審者情報など

配信情報

tomi_jh@eml.city.tomi.nagano.jp

　登録をご希望の方は、
下記のメールアドレスへ
空メールを！

世帯数
	11,840世帯（＋ 2）
総人口
	 30,558人（−28）
男	15,089人（− 8）
女	15,477人（−20）

転入	 58人
転出	 68人
出生	 12人
死亡	 28人
その他	 2人減
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